修平技術學院 ○學年度 第○學期  期末考試試題   ○月 ○日  第 ○  節

	第 1頁

共2頁


敬請命題教師在下列□內，視實際需要作「√」號              命題教師：             (簽章)

□作答於答案紙  □可用計算機  □可參考資料(Open)      科    目： 日語商用書信  考試時間： 50  分

□四技    □二技    ■二專    □五專                 □日間部    ■進修部    □進修學院

應考班級  應外 系(科)  3   年級 ○  班           學號：                姓名：             
1、 選択。（3×17）51％

(    )1.
容疑者（ａ、しょぎしゃ　ｂ、ようぎしゃ　ｃ、ようきもの　ｄ、ようぎもの）。

( 　 )2.
遅延（ａ、じえん　ｂ、ずえん　ｃ、ちえん　ｄ、ちいえん）。

( 　 )3.
容赦（ａ、ようせい　ｂ、ようせん　ｃ、ようしゃ　ｄ、ようじゃ）。

( 　 )4.
遅滞（ａ、ちだい　ｂ、じだい　ｃ、ちたい　ｄ、ずだい）。

( 　 )5.催促（ａ、さいそく　ｂ、しょうそく　ｃ、そしょく　ｄ、さいそ）。

(    )6.困却（ａ、こんきゃ　ｂ、こんなん　ｃ、こんや　ｄ、こんきゃく）。

( 　 )7.
点検（ａ、けんてん　ｂ、けんでん　ｃ、てんけん　ｄ、でんけん）。

( 　 )8.
派遣（ａ、かけん　ｂ、はっけん　ｃ、はいけん　ｄ、はけん）。

( 　 )9.
帳簿（ａ、ちょうぼう　ｂ、ちょうぼ　ｃ、ちょぼ　ｄ、じょうぼ）。

( 　 )10.
着金（ａ、ちゃっきん　ｂ、ちゃきん　ｃ、ちゃくえん　ｄ、ちゃくかね）。

( 　 )11.
請求（ａ、せいきゅう　ｂ、しょうきゅう　ｃ、せきゅう　ｄ、しょきゅう）。

( 　 )12.
拝承（ａ、はいしょう　ｂ、はいしょ　ｃ、はいじょ　ｄ、はしょう）。

( 　 )13.拝受（ａ、はいしゅう　ｂ、はいじゅう　ｃ、はいしゅ　ｄ、はいじゅ）。

(    )14.
私は（ａ、たちまち　ｂ、ただちに）計画を実行します。

( 　 )15.
バーゲンセールの会場に入ると、たちまち財布（ａ、が　ｂ、を）空になってしまった。
( 　 )16地震が発生したら、（ａ、たちまち　ｂ、たたちに）火を消せ。

( 　 )17.倒産のあおり（ａ、が　ｂ、を）受けてしまいました。

三、翻訳（10×3）30％
１．当社といたしましては、日常行身に支障をきたし、大変困却いたしております。なにとぞ、契約を履行していただき　たくお願い申し上げます。
２．なお、万一違算などございましたら、折り返し、ご一報のほどお願い申し上げます。
３．十分なおもてなしはできませんが、どうぞお気軽においでください。当日は、小生が工場受付でお待ちいたし、ご案内申し上げますのでよろしくお願い申し上げます。
修平技術學院 九十二學年度 第二學期  期末考試試題    5月 17日  第 2  節

	第 1頁

共2頁


敬請命題教師在下列□內，視實際需要作「√」號              命題教師：             (簽章)

□作答於答案紙  □可用計算機  □可參考資料(Open)      科    目： 日語商用書信  考試時間： 50  分

□四技    □二技    ■二專    □五專                 □日間部    ■進修部    □進修學院

應考班級  應外 系(科)  3   年級  4  班           學號：                姓名：             
四、閱讀以下的書信將適當的字填入（）（2×10）20％

	　（　　 ）貴社ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。

　（ 　　）、六月十五日付き「中国時報」で、貴社の求人広告を拝見し、販売部員を募集していることを知っています。（　 　）、私はぜひ採用していただき、応募申し上げます。

　私は、淡江大学で日本語を専攻し、それに商学部の授業も三十単位取りました。一九九七年の六月、学校を卒業し、七月の始めごろすぐに兵隊に入って、今年に五月の中旬ごろ兵隊を出たばかりなのです。

　経験には欠けていますが、この兵隊を出たばかりの熱心を持ち、毎日張り切って勤務していこうという自信をもっているので、貴社の販売部員として、販売の第一線で消費者と接触して活躍したいと考えるようになっております。たまたま貴社の販売業務は私の希望に（　　　　）仕事と喜んだ（　　　　）です。

　幸運にも採用くだされましたら、全力を（　　　）、勤務に励み、ご期待（　　　）覚悟でございます。

　まずは失礼ながら、就職の広告によって、自己紹介（　　　　）お願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

　一九九九年六月十七日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）

大丸株式会社

　　人事課長　谷口太郎殿




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　

拝啓、かなった、さて、かたがた、つきましては、あげて、敬具、楊祖明、　しだい、
に沿う


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
